

















 サンプルを 96 ウェルプレートに準備し、ここにトリポマスティゴート型 T. cruzi（Tulahuen 株）と NBMH








0 種、80~100%：5 種であった（表 1）。なお、実験は 3 回行い、中央値を算出した（特許出願の可能性があり、
詳細は現時点では開示しない）。 
阻害率 60%をカットオフ値としたところ、12 種の生薬由来化合物及び 5 種の生薬エキスが、比較的高い抗ト
リパノソーマ活性を持つサンプルとして選定された。また、同時に行った細胞傷害性試験（詳細は割愛）の結果、
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阻害率 生薬由来化合物 生薬エキス 
80～100％ 9（9.4％） 5（4.2％） 
60～80％ 3（3.1％） 0（0％） 
40～60％ 3（3.1％） 3（2.5％） 
0～40% 82（85.4％） 112（93.3％） 
計 96（100％） 120（100％） 
表1 各生薬由来化合物および生薬エキスのトリパノソーマ阻害率 
 
 
 
 
